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健
康
福
祉
部
長
寿
障
害
福
祉
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
２

ま
た
は
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

重
度
障
害
者
等
介
護
手
当
認
定
更
新
手
続
き

市
で
は
介
護
保
険
の
対
象
に
な
ら
な
い
重
度

障
害
者
等
を
在
宅
に
お
い
て
介
護
し
て
い
る
方

を
対
象
に
、
介
護
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

現
在
こ
の
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

支
給
期
間
が
７
月
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
8
月
以
降
も
受
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
更

新
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
で
８
月
か
ら
翌
年
７
月
分
ま
で
の

手
当
の
支
給
に
対
す
る
決
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
手
続
き
を
行
う
場
所

各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
健
康
福
祉
部

長
寿
障
害
福
祉
課

■
手
続
き
に
必
要
な
物

印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳

平
成
17
年
１
月
１
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方

は
、
世
帯
員
が
平
成
17
年
度
所
得
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
分
か
る
も
の

※
申
請
書
類
は
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
重
度
障
害
者
等
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
き
は
手
当
を
支
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

・
雲
南
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い

・
入
院
し
て
３
月
以
上
経
過
し
た
と
き

・
40
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の
対
象
と
な
る
方

・
被
介
護
者
の
属
す
る
世
帯
が
前
年（
１
月
か
ら

７
月
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）中
の
所

得
に
つ
い
て
所
得
税
課
税
世
帯
で
あ
る
と
き

■
支
給
額

月
単
位
で
支
給
し
、
月
額
５
千
円
で
す
。

■
支
給
時
期

申
請
が
行
わ
れ
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
対

象
と
な
り
、
毎
年
７
月
、
11
月
、
３
月
の
３
期

に
、
そ
れ
ぞ
れ
支
給
月
ま
で
の
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

人
工
透
析
患
者
通
院
費
助
成
支
給

認
定
更
新
手
続
き

市
で
は
医
療
機
関
に
お
い
て
人
工
透
析
を
受

け
て
い
る
身
体
障
害
者
に
対
し
て
、
人
工
透
析

の
た
め
通
院
す
る
際
の
通
院
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

現
在
こ
の
通
院
費
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
受
給
期
間
が
６
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
７
月
１
日
以
降
も
受
給
を
希
望
さ

れ
る
方
は
更
新
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。こ

の
届
け
で
７
月
か
ら
翌
年
６
月
分
ま
で
の

支
給
認
定
の
決
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
手
続
き
を
行
う
場
所

各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
健
康
福
祉
部

長
寿
障
害
福
祉
課

■
手
続
き
に
必
要
な
物

印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳

平
成
17
年
１
月
１
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方

は
、
平
成
17
年
度
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
分
か
る
も
の

※
申
請
書
類
は
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
、
か
つ
、
他
の

公
的
扶
助
を
受
け
て
い
な
い
方
で
あ
っ
て
現
に

通
院
に
よ
り
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方

た
だ
し
、
対
象
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
と
き
は
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
雲
南
市
に
住
所
を
有
し
な
い

・
前
年
（
１
月
か
ら
６
月
の
通
院
費
に
関
し
て

は
前
々
年
）
中
の
所
得
に
つ
い
て
所
得
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る

・
医
療
機
関
の
自
家
用
車
又
は
こ
れ
に
準
ず
る

も
の
に
よ
る
送
迎
を
受
け
て
通
院
し
て
い
る

・
医
療
機
関
へ
の
通
院
に
要
す
る
交
通
費
に
つ

い
て
、
他
の
公
的
扶
助
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
る
と
き

■
支
給
額

医
療
機
関
へ
の
交
通
費
（
身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
に
か
か
る
運
賃
割
引
制
度
を
利
用
し
て

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
場
合
の
運
賃
を
基

準
と
す
る
）
に
10
分
の
５
を
乗
じ
て
得
た
額

松
江
社
会
保
険
事
務
所

０
８
５
２
・
２
６
・
２
８
０
０

松
江
社
会
保
険
事
務
所
に
よ
る
年
金
相
談
所

が
次
の
日
程
で
開
設
さ
れ
ま
す
。
厚
生
年
金
・

国
民
年
金
の
こ
と
な
ど
で
相
談
し
た
い
方
は
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
事
前
に
連
絡
さ
れ
る
と
厚
生
年
金
受

給
手
続
き
等
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
、
松
江
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
会
場

・
7
月
1
日
（
金
）

木
次
町
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

・
7
月
8
日
（
金
）

加
茂
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
か
も
て
ら
す
）

開
催
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
・
13
時

〜
15
時
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
持
参
品

夫
婦
の
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
職
歴
書
、

印
鑑
な
ど

※
代
理
の
方
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
松
江
社
会
保
険
事
務
所

ま
で

（
財
）島
根
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

０
８
５
２
・
３
２
・
５
９
２
０

島
根
県
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
の
就
業
を

促
進
し
、
そ
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成

17
年
４
月
か
ら
無
料
職
業
紹
介
事
業
を
次
の
と

お
り
開
始
し
ま
し
た
。

■
対
象

母
子
家
庭
の
母
及
び
寡
婦
の
方

■
利
用
料

無
料

■
実
施
場
所

島
根
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
（
松
江
市
東
津
田
町
１
７
４
１
―
３
）
い

き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根
２
階

■
実
施
日
時

月
〜
金
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◎
叙
位
受
章

●
地
方
自
治
功
労
　
旭
日
単
光
章

佐
藤
　
潔
さ
ん

（
大
東
町
薦
沢
・
３
月
30
日
死
去
）

多
年
に
わ
た
り
大
東
町
議
会
議
員
と
し
て
、地

域
の
振
興
・発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

飯
塚
義
雄
さ
ん

（
三
刀
屋
町
根
波
別
所
・
４
月
20
日
死
去
）

多
年
に
わ
た
り
三
刀
屋
町
議
会
議
員
と
し

て
、
地
域
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

に
よ
り

叙
位
の
栄
誉
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
と
祝
意

を
表
し
ま
す
。

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課
ま
で

8
月
1
日
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
等
の
一
斉
更
新
に
つ
い
て

現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
、退
職
被
保
険
者
証
、高
齢
受
給
者
証
は
有
効

期
限
が
平
成
17
年
７
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
１
日
に
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
、
退
職
被
保
険
者
証
、
高
齢
受

給
者
証
を
一
斉
に
更
新
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、７
月
末
ま
で
に
郵
送
し

ま
す
の
で
必
ず
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
に
か
か
ら
れ
る

方
は
必
ず
新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

等
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
等
に
つ
い
て
は
各
自
で
処
分
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
及
び
老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

現
在
認
定
し
て
い
ま
す「
国
民
健
康
保
険
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」、「
国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」及
び
「
老
人

医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

は
、有
効
期
限
が
平
成
17
年
７
月
31
日
で
す
。

引
き
続
き
認
定
証
の
交
付
が
必
要
な
方
は
、

各
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課
ま
た
は
本
庁
市

民
生
活
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

世
帯
変
更
、
所
得
変
更
等
に
よ
り
認
定
証
の
交

付
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

承
知
置
き
く
だ
さ
い
。

老
人
医
療
等
に
係
る
一
定
以
上
所
得
者
の

判
定
基
準
の
改
正
に
つ
い
て

８
月
１
日
よ
り
、
一
定
以
上
所
得
者
（
医
療

機
関
で
の
自
己
負
担
割
合
が
２
割
の
方
）
の
判

定
基
準
と
す
る
所
得
及
び
収
入
の
額
が
下
記
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

自
己
負
担
割
合
が
変
更
と
な
る
老
人
医
療
等
受

給
者
の
方
に
は
７
月
末
ま
で
に
新
し
い
老
人
医

療
受
給
者
証
等
を
送
付
し
ま
す
。

（
１
）
所
得
基
準

所
得
の
基
準
額
に
つ
い
て
124
万
円
が
145
万
円

に
改
正
さ
れ
ま
す
。

※
高
齢
者
又
は
老
人
医
療
を
受
け
て
い
る
方
で

145
万
円
以
上
の
所
得
の
方
が
い
る
場
合
は
、

負
担
割
合
が
２
割
と
な
り
ま
す
。

（
２
）
収
入
基
準

①
高
齢
者
複
数
世
帯
に
お
け
る
収
入
の
基
準
額
に

つ
い
て
637
万
円
が
621
万
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

②
高
齢
者
単
身
世
帯
に
お
け
る
収
入
の
基
準
額

に
つ
い
て
、
450
万
円
が
484
万
円
に
改
正
さ
れ

ま
す
。

※
上
記
（
１
）
で
145
万
円
以
上
の
所
得
の
あ
る

方
が
い
る
場
合
で
も
、
高
齢
者
及
び
老
人
医

療
を
受
け
る
方
が
複
数
の
世
帯
で
対
象
者
の

収
入
合
計
が
621
万
円
未
満
の
場
合
並
び
に
、

高
齢
者
及
び
老
人
医
療
を
受
け
る
方
が
お
一

人
の
場
合
は
収
入
が
484
万
円
未
満
の
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
各
総
合
セ
ン

タ
ー
総
合
調
整
課
ま
た
は
本
庁
市
民
生
活
課

で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課
ま
で

今
年
は
、
戦
後
60
周
年
に
あ
た
り
、
戦
没
者

等
の
遺
族
に
対
し
、
第
８
回
特
別
弔
慰
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成

17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺

族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
次

の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人

（
１
）平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦

（
３
）没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

（
３
）給
権
を
取
得
し
た
方

（
２
）戦
没
者
等
の
子

（
３
）戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

（
３
）①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

（
４
）上
記
（
３
）
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

（
３
）母
④
兄
弟
姉
妹

（
５
）上
記
（
１
）
か
ら
（
４
）
以
外
の
三
親
等

（
３
）内
の
親
族

■
支
給
内
容

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名
国
債

■
受
付
期
間

平
成
17
年
８
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

た
だ
し
、
地
区
に
よ
っ
て
は
期
間
を
限
定
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
受
付
窓
口

各
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課
ま
で

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
・

福
祉
医
療
・
乳
幼
児
等
医
療
に
つ
い
て

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

母
子
家
庭
の
母
等
を
対
象
と
し
た

「
無
料
職
業
紹
介
事
業
」が
は
じ
ま
り
ま
す

重
度
障
害
者
等
介
護
手
当
認
定
更
新

手
続
き
・
人
工
透
析
患
者
通
院
費
助

成
支
給
認
定
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

年
金
相
談
所
開
設
に
つ
い
て

●
市
報
う
ん
な
ん
５
月
号
の
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

13
ペ
ー
ジ
、
雲
南
市
の
職
員
紹
介
　
総
務
部
総
務
課
の
電
話
番
号

（
誤
）
４
１
―
１
０
２
１→

（
正
）
４
０
―

１
０
２
１

●
市
報
う
ん
な
ん
６
月
号
の
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

12
ペ
ー
ジ
雲
南
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
人
権
擁
護
委
員
の
紹
介
（
敬
称
略
）

（
誤
）
吉
田
町
　
藤
坂
美
貴
子
、
藤
飛
昭
憲
　
掛
合
町
　
勝
部
　
　
昇
、
吉
長
雅
昭

↓

（
正
）
吉
田
町
　
勝
部
　
　
昇
、
吉
長
雅
昭
　
掛
合
町
　
藤
坂
美
貴
子
、
藤
飛
昭
憲

お詫びと訂正

『
重
度
障
害
者
等
』
と
は

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級
を
所
持
し
、

日
常
生
活
動
作
に
介
護
を
要
す
る

・
療
育
手
帳
Ａ
を
所
持
し
、
日
常
生
活
動

作
に
介
護
を
要
す
る
方

・
そ
の
他
常
時
監
護
又
は
介
護
を
要
す
る

方
で
市
長
が
認
め
る
方
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市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
、
重
度
の
障
害
者

や
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
な
ど
が
医
療
を
受
け
や

す
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
心
し
て
地
域
で

暮
ら
せ
る
こ
と
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

ま
た
、
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
は
、
乳

幼
児
等
が
医
療
に
か
か
り
や
す
く
す
る
こ
と

で
、
乳
幼
児
等
の
健
全
な
育
成
に
寄
与
し
て
い

る
制
度
で
す
。

島
根
県
及
び
雲
南
市
で
は
、
福
祉
医
療
・
乳

幼
児
等
医
療
に
つ
い
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安

定
的
に
制
度
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
ま
た
財
政

状
況
を
考
慮
し
、
平
成
17
年
10
月
１
日
に
制
度

改
正
を
行
い
ま
す
。

■
福
祉
医
療
の
改
正
に
つ
い
て

1．
「
福
祉
医
療
対
象
者
（
母
子
家
庭
）」
の

見
直
し

新
た
に
父
子
家
庭
が
対
象
に
加
わ
り
、
ひ

と
り
親
家
庭
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

2．

医
療
証
の
更
新
時
期

毎
年
８
月
１
日
の
更
新
が
、
10
月
１
日
に

変
わ
り
ま
す
。

3．

対
象
者
の
資
格
認
定
に
つ
い
て

・
２０
歳
未
満
（
重
度
心
身
障
害
者
の
方
）

所
得
制
限
な
し

・
２０
歳
以
上
（
重
度
心
身
障
害
者
の
方
）

従
来
ど
お
り
特
別
障
害
者
手
当
（
本
人
分
）

所
得
制
限
を
準
用
　

・
ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子
・
父
子
家
庭
の
方
）

所
得
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
母
子
、
父
子

家
庭
の
方

4．

自
己
負
担
額
の
見
直
し

本
人
負
担
額
が
医
療
費
の
１
割
に
な
り
、
自

己
負
担
限
度
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
薬
局
で
は
、

従
来
ど
お
り
本
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
乳
幼
児
等
医
療
の
改
正
に
つ
い
て

1．

助
成
対
象
の
拡
大

新
た
に
「
３
歳
以
上
小
学
校
就
学
前
幼
児
」

の
通
院
が
加
わ
り
ま
す
。
申
請
が
必
要
で
す
。

2．

資
格
証
の
更
新
時
期

毎
年
12
月
１
日
に
更
新
し
ま
す
。
今
年
度
に

限
り
、
10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
間
に

資
格
証
の
交
付
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
は
、
12

月
１
日
の
資
格
証
更
新
申
請
は
行
い
ま
せ
ん
。

3．

対
象
者
の
資
格
認
定
に
つ
い
て

・
3
歳
未
満
乳
幼
児
…
所
得
制
限
な
し
　

・
3
歳
以
上
小
学
校
就
学
前
幼
児
…
養
育
者
に

つ
い
て
児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
所
得
制
限

を
準
用

・
小
学
校
就
学
後
２０
歳
未
満
児
（
慢
性
呼
吸
器

疾
患
等
11
疾
患
群
）
…
養
育
者
に
つ
い
て
児

童
手
当
（
特
例
給
付
）
所
得
制
限
を
準
用

4．

自
己
負
担
の
見
直
し

本
人
負
担
額
が
医
療
費
の
１
割
に
な
り
、
自

己
負
担
限
度
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
薬
局
で
は
、

「
３
歳
以
上
小
学
校
就
学
前
幼
児
」
の
通
院
を

除
き
、
従
来
ど
お
り
本
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
制
度
改
正
に
伴
い
、
現
在
お
持
ち
の
医
療

証
の
取
り
扱
い
・
医
療
証
の
更
新
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
と
い
た
し
ま
す
。

■
福
祉
医
療
証

現
在
、
福
祉
医
療
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
受
給
期
間
が
９
月
末
ま
で
延
長

（
現
行
７
月
末
）
と
な
り
ま
す
。

７
月
下
旬
に
２
ヵ
月
間
有
効
（
８
月
１
日
〜

９
月
30
日
）
の
医
療
証
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

例
年
行
っ
て
い
る
認
定
申
請
に
つ
い
て
は
、
10

月
か
ら
の
新
制
度
に
あ
わ
せ
て
８
月
に
対
象
者

の
方
へ
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
乳
幼
児
等
医
療
証

現
在
お
使
い
の
資
格
証
は
９
月
末
ま
で
お
使

い
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
資
格
証
の
加
入
保
険
欄
が
旧
町
村

の
国
民
健
康
保
険
の
内
容
の
方
に
つ
い
て
は
、

８
月
１
日
に
旧
町
村
発
行
の
国
民
健
康
保
険
証

か
ら
雲
南
市
の
国
民
健
康
保
険
証
に
切
り
替
え

を
行
う
こ
と
か
ら
、
あ
わ
せ
て
７
月
下
旬
に
雲

南
市
の
資
格
証
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

10
月
か
ら
の
新
制
度
の
認
定
申
請
に
つ
い
て

は
、
８
月
に
３
歳
以
上
小
学
校
就
学
前
幼
児
の

方
へ
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

建
設
部
都
市
建
築
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
６
４

雲
南
市
木
次
町
地
内
で
の
都
市
計
画
道
路
の

変
更
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
都
市
計
画

法
に
基
づ
い
て
決
定
図
書
の
縦
覧
を
次
の
と
お

り
行
っ
て
い
ま
す
。

■
都
市
計
画
の
種
類

木
次
都
市
計
画
道
路

■
都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

雲
南
市
木
次
町
木
次
、
新
市
、
下
熊
谷
、
里

方
、
山
方
、
西
日
登

■
縦
覧
場
所

雲
南
市
役
所
建
設
部
都
市
建
築
課

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

次
の
日
程
で
献
血
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー
　
　
９
時
〜
10
時
30
分

●
Ｊ
Ａ
雲
南
出
雲
大
東
統
括
支
所

11
時
15
分
〜
12
時
15
分

●
グ
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
ー
　
　
13
時
50
分
〜
15
時

●
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ー
ト
ふ
く
ま15

時
40
分
〜
17
時

健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
４

市
で
は
、
市
民
や
地
域
と
と
も
に
次
世
代
の

育
成
を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
支
援
し
て
い
く

た
め
の
新
た
な
指
針
と
し
て
「
雲
南
市
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
そ
の
縦
覧

を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

○
縦
覧
図
書
の
名
称

雲
南
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

○
縦
覧
場
所

雲
南
市
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
ま
た
は

各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

平
成
１７
年
１０
月
か
ら
福
祉
医
療
・

乳
幼
児
等
医
療
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す

都
市
計
画
変
更
決
定
図
書
の

縦
覧
に
つ
い
て

雲
南
市
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
の
縦
覧
に
つ
い
て

※１　特別障害者手当（本人分）所得制限を準用　　※２　所得税非課税世帯に属する者　　 
※３　児童手当（特例給付）所得制限を準用 

～制度の内容が次のように変わります～ 
◎現行制度 金額はいずれも１医療機関・１ヵ月当たり 

金額はいずれも１医療機関・１ヶ月当たり ◎平成１７年１０月施行 

福 祉 医 療  乳 幼 児 等 医 療  

福 祉 医 療  乳 幼 児 等 医 療  

対  象  者  
対 象 医 療  
所 得 制 限  

本人負担額 

対  象  者  
 

対 象 医 療  
所 得 制 限  

本人負担額 

負担限度額 

重度心身障害者 
入院・通院 
あり（本人） 

重度心身障害者 
20歳未満 
入院・通院 
なし 
 

 
入院・通院 

 
入院・通院 
なし 
 

 
入院・通院（通院を追加） 

あり（養育者）※3（所得制限を導入） 

20歳以上 
 

あり（本人）※１ 

 
 

あり（世帯）※2

母子家庭の親子 
入院・通院 
あり（世帯） 

ひとり家庭の親子 
（父子家庭を追加） 

３歳未満乳幼児 ３歳以上小学校就学前幼児等 

３歳未満乳幼児 
入院・通院 
なし 

３歳以上小学校就学前幼児等 
入院 
なし 

500円 
（薬局では徴収しない） 

500円 
（薬局では徴収しない） 

1，000円 
（薬局では徴収しない） 

医療費の１割 
負担限度額 
15，000円 

総医療費の１割 

入院 
2，000円 

 通院 
1，000円 

入院 
2，000円 

 通院 
1，000円 

入院 

一　般 

低所得 

通院 

40，200円 
7，500円 

12，000円 入院 通院 

15，000円 8，000円 4，000円 

「低所得」は市町村民税非課税世帯に属する方 

献
血
の
お
願
い

7
月
１５
日（
金
）
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加茂弥生まつりは加茂岩倉遺跡から出
土した私たちの宝である「銅鐸」、そして
「弥生」をイメージしたまつりです。昨年
も草木染や勾玉づくりなど古代体験や古
代食を求めてたくさんの方に訪れていた
だきました。
雲南市誕生後、初めての加茂弥生まつ
りとなる今回からは雲南市のまちづくり
と同様、市民の皆様が主役のまつりにし
たいと思っています。
そこでまつりの企画・運営に携わって
いただけるボランティアスタッフを募集
します。

１．対 象 者
２．内 容

３．募集期間

高校生以上（町内・外を問いません。）
①古代体験などができる「弥生村」についての企画・運営。
（昨年の例：勾玉づくり…・石を磨いて勾玉をつくります。
草木染…バンダナを藍染します。）

②「火柱」の設置（まつりのシンボル「火柱」を竹や木材で1
ヵ月かけて製作します。）

③まつりポスターづくり、ビデオ写真撮影　など
6月27日～7月15日

「第2回 銅鐸の響き加茂弥生まつり」スタッフ大募集

お申し込み・お問い合わせ　銅鐸の響き加茂弥生まつり実行委員会事務局（加茂総合センター自治振興課） 0854－49－8601まで

募集内容

NPO法人の設立促進に向け、「そもそ
もNPO法人とは何か」、「NPO法人を立
ち上げたい、でもその方法がわからな
い」、「今の団体をNPO法人にすると何
がどう変わるのか」などの疑問、質問
に応えるための講演会を開催します。

●日　時　7月7日（木）19時30分～21時30分

●会　場　サンワーク木次「多目的ルーム」

●演　題　「NPOって何？」～NPO活動の概要と登録まで～

●講　師　しまねNPO活動支援センター　指導員　樋口和広 氏

●●● Ｎ Ｐ Ｏ 活 動 に 関 す る 講 演 会 を 開 催 し ま す ● ● ●

お問い合わせ　政策企画部地域振興課 0854－40－1013

String Concert in 酒蔵資料館

お問い合わせ　酒蔵資料館 0854－62－1122 または掛合総合センター事業管理課 0854－62－0300

三刀屋町閉町を記念し、「三刀屋町誌　第3巻」「三刀屋町議会　50年のあゆみ」「広報
みとや縮刷版　第3・4巻」を発刊しました。
既発刊の町誌第1巻、第2巻なども併せて販売しますので、三刀屋町の情報記録誌とし
て、一家に一冊、この機会にお求めください。

●三刀屋町誌
第1巻（Ａ5版・875頁） 4,500円（税込）
第2巻（Ａ5版・532頁） 2,000円（税込）
第3巻（Ａ5版・293頁） 2,000円（税込）

●三刀屋町議会
50年のあゆみ（Ｂ5版・約210頁） 3,000円（税込）
●広報みとや縮刷版
第2巻　 （Ａ5版・1350頁） 2,000円（税込）
第3・4巻（Ａ5版　各約2000頁） 5,000円（税込）

お申し込み・お問い合わせ　三刀屋総合センター総合調整課 0854－45－2111

発刊

酒蔵資料館では、右記の日
程で夕涼みコンサートを開催
します。
資料館のほのかな照明の中
で行われる夏の夕涼みコンサ
ート。みなさん、ぜひお出か
けください。

と　き　10月15日（月）～16日（日）

ところ　加茂町文化ホール・ラメール

●日　時 7月16日（土）19：00開場
●場　所 掛合酒蔵資料館
●入場料 無料
●出　演 フクスギ…アコースティックギター（20分）

Burlesca
ブルレスカ

☆Cellista
チェリスタ

…チェロ18本、コントラバス2本（40分）
●その他 花田植フォトコンテスト表彰式・作品展示もあります。

※当日は、食事（有料）もあります。
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